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雪が少ない今年の冬！それでも寒さは厳しいもので・・・ それでも着実に確実に春の足音が・・・平成３０年度
の活動も残り僅かとなりました。最後の最後まで全力疾走！ 皆様どうぞ宜しくお願い致します！

サッカー及びその他様々な活動を通して！

【第１４回みちのくカップフットサル大会】 【ネイチャースキー＆だるま絵付け】
２月２日（土）～３日（日）の２日間にわたり開催した ２月１０日（日）多数の子供たち、保護者の方々が参
標記のクラブ主催大会。今年も県内外より多数のチーム 加し行った標記のイベント。当初は雪不足でイベント
に参加して頂き、そして、クラブ関係者の皆様の多大な の開催も懸念されていたのですが、前日にドカッと降
るご尽力を頂き、大いに盛り上がった大会となりました。 雪し、まるで恵みの雨ならぬ恵みの雪となり・・・笑
この場をお借りして改めて御礼申し上げます。今年は、 ネイチャースキーでは、「死ぬかと思った！」とある
Ｕ‐１２の部の会場に３．１１東日本大震災直後に頂い お母さんの切実な叫びが聞かれたり（苦笑）、だるま
た寄せ書き横断幕を掲示しました。懐かしい思いと共に の絵付けでは親子仲睦まじい姿が見られたり、とても
福島では今なお・・・そんな感慨が・・・ 今後も福島 充実したイベントとなった！そう確信しています。
の日本の未来を担う子供たちのために、精一杯尽力して クラブに集いし全ての方々が楽しめるイベントを今後
行こう！行かねば！その思いでいっぱいになりました。 もどしどし企画実践して行こうと思っています！

夢の舞台に立ち福島に凱旋！

「夢はなでしこＪＡＰＡＮに入り、そこで活躍してオリ
ンピックやワールドカップに出て金メダルをとること！」
小さい頃からそう公言し１２才で親元を離れ静岡県所在
のＪＦＡアカデミー福島に入校したホワイトリバーＯＧ
の遠藤純さん、１８歳。あれから６年、【夢は見るもので
はなく叶えるもの】を実現し、今回、なでしこＪＡＰＡ
Ｎの一員としてサッカーの聖地ことＪビレッジに凱旋！
その姿に感動感動感動×１０００００００００００！笑
「最年少ではありますが、物おじしないでプレーできる」
なでしこＪＡＰＡＮ高倉監督（福島市出身）が今回のメ
ンバー選考発表会で純さんを評して語った言葉。「自分の
がんばる姿で福島の皆さんに勇気や力を与えられたらと
思っています！」とはＪビレッジの合宿時にマスコミに
対応した際に語った純さんの言葉。２月２７日～始まる
アメリカ遠征の大会での活躍、そして今後の更なる飛躍
を全力で応援声援支援して行きます！ がんばれ純！！

あれから８年 ３月の主な活動予定
２０１１年３月１１日に発生した【東日本大震災】から ①９日(日)『新１年生対象サッカー体験教室（２回目）』
まもなく８年を迎えます。この地ではそれが既に過去の 白河市白坂多目的研修センター体育館にて
遺物となっている！そう言う感は拭えませんが・・・ ②９日（土）～１０日(日)
もちろんそれは決して悪いことだとは思いませんが・・ 『２０１９安達太良白峰サッカー大会』参加 郡山市
しかし、同じ福島では東北では今なお逆境を余儀なくさ ③１６日(土)『平成３０年度クラブ卒団式』 大平センター
れ苦しい生活をしている人たちがいて、あの時から時間 ④１７日（日）『平成３０年度小学校卒業記念 ご卒業おめで
が止まった場所があり・・それは紛れもない事実です。 とうございます！祝福サッカー大会』（クラブ主催）
今年も３月１１日に被災地（原発周辺の地域等々）を訪 白河市陸上競技場及び多目的グラウンドにて
れ、福島の現状を写真に収め、ホームページ内のブログ ⑤２３日（土）～２５日（月）『２０１９春茨城県常総市合宿』
に掲載しようと思っています。絶対に風化させてはいけ ⑥各種（サッカー・ストサカ他）トレーニング
ないこと！忘却してはいけないこと！その一心で・・ ※詳細はそれぞれのコーナーの活動計画参照

⑦２１世紀の福島の未来を担う子供たちの心と体の復興支援活動
５園で６回の活動実施予定

⑧指導者派遣事業「白河市エンジョイフットサル教室」従事
１日（金）・１５日（金）アナビースポーツプラザ

※上記以外にも活動が加わることがあります。詳しくは、
クラブホームページを随時チェックして下さい！

２年目の宮城県南三陸町 ５年目の富岡町


